
放射能の水質汚染 
 

ＮＰＯ法人福島環境カウンセラー協会 

  菊地 宗光 

平成２４年度 環境カウンセラー研修（東北地区） 
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お話しすること 

• 福島原発事故と放射能の拡散 

• 上水道の放射能汚染と摂取制限 

• 河川や湖沼、ため池の放射能汚染は 

• 地下水の放射能汚染は 

• ゼロリスクとペットボトル神話 

• 放射能に対する市民の理解と不安 

• 環境カウンセラーとしての関わり 

２ 



震災後に給水所に並ぶ市民 

３ 

（３．１２郡山市水道局前） 



   水素爆発する福島第一原発３号機 
     （2011年3月14日、福島中央テレビより）    

次 

政府の発表よりはるかに 

深刻で広範囲にわたり 

放射性物質が飛散 

放射線教育フォーラム資料から引用  ４ 



大気中にどのようにひろがったか？  
（ 国立環境研究所地域環境研究センター 地域環境研究センター 大原利眞先生 グループ） 

東京電力福島第一原子力発電所から放出された放射性物質の大気中での挙動に関するシミュレー
ションの結果について     http://www.nies.go.jp/shinsai/1-2.html から引用 
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摂取制限と広報を実施した水道事業者の位置 

• ヨウ素131が300Bq/kg超過 

  福島県内の簡易水道１カ所 

 

・ ヨウ素131が100Bq/kg超過 

  ５都県 福島県、茨城県、栃
木県、千葉県、東京都 

 

・  放射性セシウムが200 Bq/kg

超過--- なかった  

南相馬市 

飯舘村 伊達市 

川俣町 

田村市 郡山市 

いわき市 

笠間市 

宇都宮市 

東海村 

日立市 

北茨城市 

東京都水道 

古河市 

千葉県水道 

北千葉広域水道 水道水における放射性物質対策     
（中間取りまとめ）平成２３年６月 から引用 

水道水における放射性物質対策検討会 

６ 



水道水から 

放射性ヨウ素 

７ 

3/24 

福 島 民 報 

・ペットボトルの買占めが 

・ＷＨＯヨウ素のガイダン
ス  レベル10ベクレル/ｋｇ 
→  暫定基準300Bq 30

倍も緩くした？との議論も 
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３／２２ 

３／２５ 

摂取制限解除 

乳 児 

摂 取 

制 限 

４月１６日以降は 

検出されていない  
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水道水からの放射性ヨウ素を検出 

郡山市での事例 

摂取制限前、飲んじゃった！ 

内部被ばくしたとの不安も！      
乳児 ７日 → ０．２ｍＳｖ（過大試算） 

Cs は不検出 

８ http://www.city.koriyama.fukushima.jp/upload/1/2061_suidou1116.pdf から作成 



地表１ｍの空間線量率（航空機モニタリングの測定結果から） 

Ｃｓ１３４＋１３７が 

空間線量を支配 

http://radioactivity.mext.go.jp/old/ja/1270/2011/06/1305819_0616_1.pdf 

緊急事避難準備避難区域 

警戒区域 

計画的避難区域 

９ 



河川、湖沼、ダム、ため池の放射能モニタリング１ 
（平成２３年度分の概要） 

阿 武 隈 川 水 系 

阿 賀 野 川 水 系 

会津 

中通り 

浜通り 
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阿武隈川底質の放射性セシウム濃度
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Ｉ－131 Ｃｓ－134 Ｃｓ－137 

河川 水質 不検出 不検出～     9 不検出～    11 

底質   〃 不検出～ 38,000 不検出～ 54,000 

湖沼・ 

ダム 

水質 不検出 不検出～    12 不検出～    15 

底質   〃 不検出～110,000 不検出～150,000 

農業用
ため池 

水質 不検出 不検出～     2 不検出～      3 

底質   〃 不検出～  15,000 不検出～  20,000 

① 半減期の短いI-１３１は、河川、湖沼、ダムの全ての地点で検出されない。 

② 水質：Cs-134はほとんどの地点で不検出であるが、一部の地点２～１２Bq検出された。 

       Cs-137はほとんどの地点で不検出であるが、一部の地点３～１５Bq検出された。 

③ 底質：ヨウ素は不検出。 Cs-134、 Cs-137ともにほとんどの地点で検出された。 

河川、湖沼、ダム、ため池の放射能モニタリング２ 

セシウムは水に溶けにくく、底質（泥）に蓄積されている。 

地下水からは、 I-１３１、 Cs-134、 Cs-137不検出 11 



放射能の市民勉強会で感じたこと  

• ゼロリスク志向とペットボトルに殺到 
 緊急避難的にペットボトルは理解できるが 

 １年８ヵ月経過しても、ペットボトルが安心と 

• いまだに水道水は不安と感じている人も 
  水道の水質基準に関する省令５０項目管理 

    ミネラルウォータ --- １８項目の基準 （食品衛生法） 

 （ リスクも ）         嗜好品、おいしさ追求                      

   ・鉛、ヒ素、フッ素、ホウ素、亜鉛、マンガンなど金属については、    

       ミネラルウォータの方が３～５倍程度基準が緩い。 

 ・乳児用ミルクには、硬水ではミネラルが多すぎ腎臓へ負担が  

• リスクと便益を理解することの難しさ  

• 川の生き物調査--川底放射能で参加を辞退  
12 



・政府や科学者への不信ｰｰ科学的合意が無い 
  ①直ちに健康被害のおそれはないとの発言 → 避難区域拡大 

  ②子どもに大人と同じ年間２０ミリシーベルトという基準を適用  

    するのはおかしいと、１０ミリシーベルトでもきつい 

  ③１ミリシーベルト以上の被曝は危険だ！という科学者と他方では 

  ④１００ミリシーベルト以下の低線量で影響認められていない 

・被曝しながら住んでいる現実 
  ①現存被曝状況下で、現実と向き合い、改善していくか 

  ②放射能のリスクをどう理解し、つきあってきくべきか 

・環境カウンセラーとしての関わり 

  （上二つの現状を踏まえて） 
  ①科学的知識のインタープリター   （科学者と市民の間を） 
  ②市民相互理解のコーディネーター（リスクコミュにケーション） 
 

 

環境カウンセラーとしての関わり 

13 



  ま と め 
①原発事故は当初の政府発表より深刻で、広範囲  

  に汚染が広がった 

②福島県から関東まで５都県で水道水源が放射能 

   汚染に見舞われ、摂取制限がかかった 

③河川や湖沼、ダム、ため池の水質からは、放射性 

   物質セシウムがほとんど検出されないが、底質に 

  溜まっている 

④水道水の放射能汚染によりペットボトル神話 

⑤放射能問題について政府や科学者への不信へ  

 つながり、安全と安心感の距離が遠い 

⑥環境カウンセラーとしてどう関わるか 
14 


